
【取組内容①】 学習の課題解決場面におけるジャムボード活用（算数科）

大村市立東大村小学校（長崎県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

考えをジャムボード
に直接書き込む

まず、考えをノートやボード、半具
体物をつかって表現しその後、ジャ
ムボードにアップロードする

事前に添付しておいたヒントや他者参照を通して得
たヒントを手がかりに粘り強く解決に向かう

児童はどの方法で解くか、
どこに表現するなど自己
選択の幅が広まった

解決に悩む児童は、他者参照機
能を活用して多様なヒントを得
ながら考えを自己調整できる

半具体物をつかった説明をさせるた
めには、教師の事前準備にかかる時
間が多かったが、写真や動画で考え
を説明させることができるように
なってから、準備の時間が減った

教師は全ての児童進捗状況
を端末のみで確認できる

児童は、従来のように特定の
発表者だけでなく、全ての他
者の考えを共有できる

教師は授業後の評価資料を
端末のみで確認できる



【取組内容①】 学習のふりかえり場面におけるフォーム・フォルダの活用

大村市立東大村小学校（長崎県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

フォームでふりかえり
をする

児童は全校で統一され
た観点を基に自己の学
び方についてふりかえ
ることができる

教師は、児童の振り返
りの様子を数値化しな
がら端末のみで確認す
ることができる

参考になった考えや板書を記録
し、各自のフォルダに保存する

次時以降の学習の際に、
必要に応じて見返す

児童は他者のより
よい考えを素早く
入手し、今後の学
びの糧にすること
ができる


